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ま
た
、
市
芸
術
祭
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
事
業
で
文
化
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

地
域
の
魅
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

新
潟
フ
ェ
ス
タ
や
食
の

陣
・
当
日
座
な
ど
本
市
の
魅

力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
本
市
と
近
隣
市
町
村
の

伝
統
芸
能
の
紹
介
や
、
特
産

品
の
販
売
な
ど
を
行
い
、
新

潟
の
魅
力
発
信
に
努
め
ま

す
。

市
政
改
革
・
創
造
推
進
課

を
新
設
し
、
①
機
構
・
行
財

政
改
革
②
情
報
公
開
・
提
供

③
市
民
参
画
を
柱
に
、
推
進

方
針
の
策
定
、
改
革
プ
ラ
ン

へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
市
役

所
改
革
を
着
実
に
進
め
ま

す
。職

員
研
修
で
は
「
市
民
か

ら
信
頼
さ
れ
、
時
代
の
変
化

中
心
と
し
た
「
市
長
と
語
る

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

自
治
・
町
内
会
長
を
対
象
に

し
た
「
市
長
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
考
え
る
集
い
」
も
開
催

し
、
９
地
区
を
２
年
間
で
巡

り
ま
す
。

昨
年
12
月
に
開
催
し
た

「
市
長
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
も
年
度
中
に
３
回
開
き

ま
す
。

新
行
政
手
法
を
創
造

電
子
入
札
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民

間
資
金
を
活
用
し
た
社
会
資

本
整
備
）
の
導
入
に
向
け
た

調
査
・
検
討
を
し
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や

接
続
、
各
種
業
務
に
お
け
る

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
い
、

Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を

よ
り
一
層
活
用
し
た
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
行
政
事

務
の
迅
速
化
に
努
め
ま
す
。

て
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
学

を
、
中
央
公
民
館
と
中
・
石

山
・
西
・
北
・
関
屋
の
地
区

公
民
館
を
拠
点
に
実
施
し
、

地
域
の
魅
力
の
再
発
見
や
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
ま

す
。文

化
・
芸
術
の
祭
典

市
芸
術
祭
を
秋
に
開
催

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
音

楽
・
美
術
・
文
芸
・
伝
統
文

化
な
ど
多
彩
な
催
し
を
「
市

芸
術
祭
」
と
し
て
位
置
付
け
、

本
市
の
文
化
芸
術
の
祭
典
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

新
潟
の
自
然
や
郷
土
芸

能
、
文
化
、
農
産
品
な
ど
を

掘
り
起
こ
す
「
あ
る
も
の
探

し
」
を
支
援
し
ま
す
。

地
元
学
の
著
名
な
活
動
家

ら
を
招
い
て
、
「
に
い
が
た

地
元
学
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
地

元
学
と
は
何
か
を
知
っ
て
も

ら
い
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
共
に
考
え
て
い
き
ま

す
。

に
い
が
た
地
域
学
の
展
開

こ
れ
ま
で
も
地
域
住
民
が

主
体
と
な
り
公
民
館
に
お
い

市民の憩いの場として親しまれている信濃川やすらぎ堤

に い が た 地 元 学

「あるもの探し」でまちづくり

水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
信

濃
川
や
す
ら
ぎ
堤
緑
地
と
阿

賀
野
川
右
岸
緑
地
を
引
き
続

き
整
備
す
る
ほ
か
、
通
船
川

緑
地
で
公
園
部
の
実
施
設

計
、
西
川
緑
地
で
は
植
栽
や

ベ
ン
チ
の
設
置
な
ど
に
着
手

し
ま
す
。

水
と
緑
の
田
園
整
備

排
水
路
な
ど
の
施
設
を
活

用
し
て
、
自
然
や
農
業
に
親

し
め
る
散
策
路
な
ど
を
田
園

地
帯
に
整
備
し
ま
す
。

公
園
の
整
備

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿

地
の
佐
潟
公
園
、
縄
文
時
代

な
ど
の
歴
史
に
触
れ
ら
れ
る

蔵
岡
公
園
の
整
備
を
進
め
る

ほ
か
、
「
み
ど
り
と
森
」
の

運
動
公
園
の
基
本
構
想
を
策

定
し
ま
す
。
地
域
拠
点
公
園

な
ど
、
身
近
な
公
園
の
整
備

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。下

水
道
の
整
備
と

雨
水
対
策
の
推
進

下
水
道
普
及
率
は
、
15
年

度
末
に
は
14
年
度
比
３
％
増

の
75
・
６
％
に
達
す
る
見
込

み
で
す
。

雨
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

関
新
・
小
新
・
下
山
ポ
ン
プ

場
の
建
設
、
五
十
嵐
・
鳥
屋

野
・
海
老
ケ
瀬
な
ど
の
雨
水

幹
線
工
事
の
ほ
か
、
医
学

町
・
関
屋
・
曽
野
木
・
中

山
・
と
き
め
き
な
ど
の
地
区

で
局
所
雨
水
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

公
園
・
公
共
施
設
へ
の
雨

水
浸
透
ま
す
、
浸
透
側
溝
な

ど
の
設
置
や
、
宅
地
内
に
お

け
る
雨
水
浸
透
ま
す
、
貯
留

タ
ン
ク
の
設
置
助
成
を
継
続

し
て
行
い
ま
す
。

信
濃
川
浄
水
場
の
建
設

老
朽
化
が
進
む
鳥
屋
野
浄

水
場
に
替
わ
る
施
設
と
し

て
、
17
年
度
の
完
成
を
目
指

し
、
高
度
浄
水
処
理
施
設
を

備
え
た
新
し
い
浄
水
場
の
建

設
を
進
め
ま
す
。

新
潟
駅
周
辺
整
備
の
推
進

16
年
度
内
の
都
市
計
画
決

定
を
目
指
し
て
、
都
市
計
画

案
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
意
向
を
取
り
入
れ
た

計
画
づ
く
り
や
、
新
潟
駅
周

辺
整
備
事
業
用
地
の
活
用
方

策
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
し

ま
す
。

関
屋
駅
の
橋
上
駅
舎
化
と

周
辺
の
整
備

関
屋
駅
の
橋
上
駅
舎
化
や

自
由
通
路
、
駅
前
広
場
の
整

備
に
着
手
し
ま
す
。

総
合
的
な
都
市
交
通

体
系
の
調
査
検
討

新
潟
都
市
圏
の
総
合
交
通

体
系
の
策
定
に
向
け
、
引
き

続
き
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

査
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
交
通
輸
送

シ
ス
テ
ム
の
導
入
可
能
性
な

ど
を
検
討
す
る
ほ
か
、
日
本

海
東
北
自
動
車
道
を
利
用
し

た
パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ

ド
の
社
会
実
験
を
実
施
し
ま

す
。都

市
内
幹
線
道
路
の
整
備

弁
天
線
、
寺
尾
線
、
太
平

大
淵
線
、
河
渡
飛
行
場
線
な

ど
の
幹
線
道
路
を
整
備
し
ま

す
。高

速
道
鳥
原
バ
ス
停

駐
車
場
の
拡
張

パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ

ド
を
推
進
し
、
都
市
内
交
通

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
鳥

原
バ
ス
停
駐
車
場
を
現
在
の

約
４
倍
に
拡
張
し
ま
す
。

市 役 所 改 革

分権型職員への転換

に
対
応
す
る
分
権
型

職
員
の
育
成
」
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
今

日
的
な
課
題
に
対
応

し
た
意
識
啓
発
講
座

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
と
市
長
の

直
接
対
話

５
月
か
ら
７
月
に

か
け
て
の
土
・
日
曜

に
、
９
地
区
で
合
併

と
政
令
指
定
都
市
を

昨年12月に初めて実施した市長のトークセッション

水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
国
際
都
市
づ
く
り

水
辺
や
公
園
な
ど

や
す
ら
ぎ
空
間
を
創
造

広
域
合
併
推
進
部
を
新
設

し
、
大
幅
な
組
織
強
化
を
図

り
ま
す
。

広
域
合
併
で
は
、
平
成
17

年
３
月
ま
で
の
合
併
を
目
指

し
、
近
隣
市
町
村
と
の
合
併

協
議
会
を
引
き
続
き
開
催
し

ま
す
。

政
令
指
定
都
市
づ
く
り
で

は
、
合
併
後
の
速
や
か
な
政

令
指
定
都
市
移
行
に
向
け
て
、

新
し
い
新
潟
市
の
中
枢
性
・

都
市
機
能
・
日
本
海
側
地
域

に
お
け
る
政
令
指
定
都
市
の

あ
り
方
な
ど
の
基
礎
調
査
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
黒
埼
南
小
学
校
の

建
設
、
黒
埼
市
民
会
館
の
整

備
な
ど
、
黒
埼
地
区
の
合
併
建

設
計
画
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

合併・政令指定都市づくり

広域合併推進部を新設

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
づ
く
り

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を
拡
大

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
乳
幼

児
医
療
費
助
成
の
通
院
の
対

象
年
齢
を
６
歳
就
学
前
ま
で

拡
大
す
る
ほ
か
、
保
育
料
を

見
直
し
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
に
努
め
ま
す
。

４
カ
所
目
と
な
る
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
阿

賀
野
保
育
園
に
設
置
し
ま
す
。

市
立
養
護
学
校
に
お
い
て
、

障
害
児
の
放
課
後
活
動
を
支

援
す
る
事
業
を
新
た
に
実
施

し
ま
す
。

市
民
検
診
の
充
実

胃
が
ん
の
施
設
検
診
に
内

視
鏡
検
査
を
導
入
し
、
従
来

の
Ｘ
線
検
査
と
の
選
択
制
で

実
施
し
ま
す
。
乳
が
ん
検
診

で
は
、
50
歳
か
ら
70
歳
ま
で

の
５
歳
き
ざ
み
の
年
齢
の
人

を
対
象
に
、
視
触
診
検
査
と

併
用
し
て
、
乳
房
Ｘ
線
撮
影

検
査
を
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に

介
護
保
険
料
の
改
定
に
伴

い
、
保
険
料
６
段
階
制
と
減

免
制
度
を
導
入
し
て
、
低
所

得
者
の
保
険
料
負
担
の
軽
減

に
配
慮
し
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
河
渡
の
郷
」
と
「
南
浜
園
」、

介
護
老
人
保
健
施
設
「
あ
す

か
」
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
有
明

ケ
ア
ハ
ウ
ス
」
と
「
こ
と
ぶ

き
」
が
完
成
し
ま
す
。

障
害
者
の
自
立
生
活
支
援

支
援
費
制
度
の
ス
タ
ー
ト

に
伴
い
、
障
害
者
が
契
約
に

よ
っ
て
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

際
の
支
援
費
を
支
給
し
ま

す
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
負
担
に
つ
い
て
、
軽
減
を

図
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
療
護
施
設

「
松
潟
の
園
」
が
10
月
に
完

成
。
ま
た
、
平
成
16
年
開
設

を
目
指
し
、
市
内
で
初
め
て

の
精
神
障
害
者
通
所
授
産
施

設
と
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置
を
支
援
し
ま
す
。

医
療
体
制
の
充
実

新
市
民
病
院
の
建
設
に
向

け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計

を
行
い
ま
す
。
新
病
院
は
、

重
症
・
救
急
患
者
に
対
応

し
、
質
の
高
い
総
合
医
療
を

提
供
す
る
病
院
と
し
て
機
能

を
拡
充
し
ま
す
。

住
環
境
の
整
備
促
進

市
営
住
宅
藤
見
町
第
２
住

宅
Ｂ
号
棟
の
建
替
工
事
が
終

わ
り
、
12
月
か
ら
供
用
を
開

始
し
ま
す
。
藤
見
町
第
２
住

宅
Ｃ
・
Ｄ
号
棟
と
関
屋
大
川

前
住
宅
の
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

太
郎
代
地
区
の
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「
環
境
整
備
基
本
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
同
地

区
に
上
水
道
を
整
備
し
ま

す
。

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の

有
効
活
用
の
推
進

従
来
の
コ
ン
ポ
ス
ト
、
Ｅ

Ｍ
ボ
カ
シ
に
加
え
て
、
家
庭

用
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
に
も
助
成
を
行
い
ま
す
。

新
田
清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新

焼
却
施
設
の
基
本
調
査
に
着

手
し
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実

中
学
校
に
配
ぜ
ん
室
・
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
な
ど
を
整
備
。

秋
に
は
全
て
の
市
立
中
学
校

で
給
食
を
実
施
し
ま
す
。

学
力
の
向
上
を
目
指
し
、

小
学
５
・
６
年
生
、
中
学

２
・
３
年
生
を
対
象
に
、
学

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

英
語
理
数
科
と
、
普
通
科

総
合
選
択
制
を
導
入
し
た
万

代
高
校
が
４
月
に
開
校
し
ま

す
。学

校
と
地
域
の
連
携

学
校
と
地
域
の
連
携
を
深

め
る
「
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル

モ
デ
ル
事
業
」
を
、
今
ま
で

の
３
校
か
ら
８
校
に
拡
大
し

て
実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
と

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

旧
礎
小
学
校
跡
地
で
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
新
国
際

友
好
会
館
の
複
合
施
設
の
建

設
に
着
手
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
教
室
・
試
合
観

戦
を
実
施
し
、
一
流
選
手
と

子
ど
も
た
ち
の
交
流
機
会
を

設
け
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
努
め
ま
す
。

市
民
と
考
え
る
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
へ
の

支
援
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り

講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
市

民
の
知
恵
と
力
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ト
な
ど
へ
の
助
成
も
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

交
流
人
口
の
増
大
へ

朱
鷺
メ
ッ
セ
の
オ
ー
プ
ン

な
ど
に
合
わ
せ
て
、
県
と
と

も
に
、
多
く
の
国
際
大
会
・

全
国
大
会
を
招
致
・
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、
点
在
す
る
観
光
施

設
な
ど
を
効
率
的
に
移
動
す

る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
７

月
か
ら
３
カ
月
間
、
観
光
循

環
バ
ス
の
試
験
運
行
を
し
ま

す
。園

芸
銘
産
品
事
業

「
に
い
が
た
十
全
な
す
」

の
生
産
流
通
を
引
き
続
き
支

援
す
る
ほ
か
、
新
た
に
、
す

で
に
一
定
の
評
価
を
受
け
て

い
る
園
芸
作
物
も
園
芸
銘
産

品
と
し
て
指
定
し
、
流
通
販

売
を
支
援
し
ま
す
。

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進

市
産
米
「
キ
ラ
キ
ラ
・
コ

シ
ヒ
カ
リ
（
減
農
薬
減
化
学

肥
料
）
」
の
生
産
・
消
費
拡

大
を
支
援
す
る
ほ
か
、
環
境

保
全
型
農
業
実
践
の
た
め

の
、
機
械
・
施
設
・
資
材
導

入
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

長
引
く
景
気
の
低
迷
や
厳

し
い
雇
用
情
勢
を
踏
ま
え

て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

引
き
続
き
重
点
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
道
路
の
新
設
や
改

良
、
学
校
の
大
規
模
改
修
な

ど
の
幅
広
い
事
業
に
わ
た

り
、
地
元
企
業
に
配
慮
し
た

き
め
細
や
か
な
発
注
に
努
め

雇
用
の
場
の
拡
大
を
中
心
と
し
た
活
性
化

地
域
経
済
に
重
点
を
置
い
た
施
策

ま
す
。

ま
た
、
資
金
繰
り
に
苦
し

む
中
小
企
業
の
資
金
返
済
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
新

た
な
制
度
融
資
を
設
け
ま
す
。

雇
用
促
進
対
策

道
路
の
側
溝
清
掃
、
建
築

確
認
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入

力
業
務
な
ど
の
国
の
緊
急
地

域
雇
用
創
出
事
業
を
活
用
。

市
独
自
で
は
、
高
校
な
ど
の

新
規
卒
業
者
を
市
の
非
常
勤

職
員
と
し
て
採
用
す
る
ほ

か
、
中
学
校
給
食
全
校
実
施

な
ど
の
市
事
業
に
よ
り
雇
用

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

産
業
活
性
化
の
新
た
な
試

み
と
し
て
、
産
官
学
民
が
連

携
し
て
、
産
業
活
性
化
と
雇

用
の
場
づ
く
り
を
目
指
す
総

合
戦
略
会
議
を
開
催
し
ま

す
。中

心
市
街
地
の
活
性
化

中
心
市
街
地
の
定
住
人
口

増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
良
質
な
共
同
住
宅
建

設
な
ど
の
事
業
に
対
し
、
基

本
構
想
な
ど
の
作
成
費
用
を

助
成
し
、
都
心
居
住
を
促
進

し
ま
す
。

ま
た
、
ア
ー
ケ
ー
ド
改
修

な
ど
の
商
店
街
環
境
整
備

や
、
に
ぎ
わ
い
創
出
イ
ベ
ン

古町や万代地区などの中心市街地の活性化を促進

〈水と緑に恵まれた国際都市づくり〉の主な事業と予算額

信濃川やすらぎ堤緑地の整備

阿賀野川右岸緑地の整備

水と緑の田園整備

県立鳥屋野潟公園の整備

特色ある公園の整備

まちなみ緑化の推進

身近な公園の整備

公共下水道の整備
総合的な雨水対策の推進

流域下水道・農業集落排水
の整備

信濃川浄水場の建設

新潟駅周辺整備・連続立
体交差事業の推進

新潟空港の整備と利用計画

新潟港の整備と利用促進

基幹公共交通等の調査検討

空港アクセス道路網の整備

都市内幹線道路の整備

関屋駅周辺の整備

公共交通円滑化の推進

２億8400

１億4800

２億2825

４億2200

４億4200

１億 383

１億3940

227億9200

13億6490

52億3733

4800

１億7487

5189

5400

13億 300

24億7520

２億6000

２億2600

〈雇用の場の拡大を中心とした活性化〉の主な事業と予算額

地域経済活性化対策

雇用促進対策

中小企業への新制度融資

産業活性化の新たな取り組み

総合戦略会議開催事業費
産業活性化研究開発事業

情報系産業の集積

都心居住促進費

商店街等活性化の支援

国際大会・全国大会の
招致・開催

観光イベントの充実

観光コース整備事業

園芸銘産品事業

環境保全型農業の推進

水田農業経営確立対策

新川漁港の整備

総合卸売センターの整備

14億1345

６億8955

24億5000

2807

2344

750

１億2411

2933

１億530

1080

635

1768

１億9939

１億7500

９億810

〈合併・政令指定都市づくり〉の主な事業と予算額

広域合併推進事業

政令指定都市推進事業

黒埼地区合併建設計画事業

黒埼南小学校の建設

黒埼市民会館の整備

善久・立仏統合保育園の整備

山田小学校区公園の整備 ほか

1704

1950

52億9145

〈にいがた地元学〉の主な事業と予算額

「にいがた地元学」フォー
ラムの開催

にいがた地域学の展開

郷土歴史博物館の建設

歴史文化との遭遇

希少伝統工芸品産業の振興

新しい市民文化の発見

地域の魅力ネットワーク
事業

200

340

21億8980

801

246

976

520

〈市役所改革〉の主な事業と予算額

職員の意識改革

分権型職員の育成に
向けた研修

意識啓発講座の開催　ほか

新しい行政手法の創造

開かれた市政の推進

ＩＴを活用した市民サー
ビスの向上と行政事務の
迅速化

2427

1100

788

4億5298

〈安心・安全な暮らしづくり〉の主な事業と予算額

保育料の軽減

妊産婦・乳幼児医療費の助成

地域子育て支援事業

ひまわりクラブの運営・整備

障害児放課後支援事業

市民検診の充実

介護サービスの充実

特別養護老人ホームなど
介護サービス基盤施設整
備への助成

支援費支給など障害者福
祉サービスの充実

障害者福祉施設の整備

新市民病院建設事業

市営住宅の建設と改修

太郎代地区の環境整備

リサイクル作戦の展開

家庭系生ごみの再資源化

新焼却施設への構想

中学校給食の実施

学力向上対策

教育ネットワークの整備

万代高等学校の開校

８億4596

９億 162

2987

４億7781

735

13億4876

230億9157

13億8207

23億3053

５億 260

６億5967

８億1700

３億4698

８億1987

2210

1750

12億2431

3180

６億8190

５億6078

子どもの居場所づくり

生涯学習センター・新国
際友好会館の整備

市民芸術文化会館事業補助金

多様なスポーツへの試み

市民と考えるまちづくりの推進

防災体制の強化

消防・救急体制の充実

交通バリアフリーの推進

人にやさしいみちづくり

1535

９億8540

２億9600

2420

2117

３億5585

２億 268

１億3700

２億3319

整備が進む高齢者福祉施設（デイサービスセンター本町）

施設名は仮称のものもあります

健やかな子どもたちの成長は、だれもが思い願うこと。

厳しい経済状況の中、子育て世代の経済的な負担を軽減する

ため、乳幼児医療費助成の対象年齢を６歳就学前までに拡大

し、保育料を見直すなど、安心して子どもを育てることがで

きる支援策を充実します。（写真は市子育て支援センター）

単位万円。千円以下切り捨て

2月21日に開かれた新潟地域合併問題協議会


